
　
当
日
は
、
天
候
が
気
に

な
り
ま
し
た
が
、
主
催
者

の
熱
意
に
応
え
て
穏
や
か

な
気
候
と
な
り
、
開
始
時

刻

10

分
後
に
は
、
ほ
ぼ
全

員
が
到
着
し
ま
し
た
が
、

受
付
の
名
札
書
き
等
で
、

受
付
場
所
は
少
々
混
乱
気

味
で
は
あ
り
ま
し
た
。
今

年
は
、
従
来
と
趣
向
を
変

え
て
、
お
菓
子
、
飲
み
物

に
加
え
て
、
柿
、
枝
豆
の

季
節
の
食
材
と
み
ん
な
が

食
べ
ら
れ
る
鶏
の
か
ら
揚

げ
を
準
備
し
ま
し
た
。
ま

た
、
従
来
無
料
の
参
加
費

も
、
今
回
か
ら
１
名
２
０

０
円
（
家
族
、
子
供
は
除

く
）
徴
収
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
交
流
会
は
、
例
年

の
様
に
、
ア
イ
ス
ブ
レ
ー

キ
ン
グ
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
狭
い
会
場
内
を
片
岡

さ
ん
の
総
合
司
会
の
指
示

に
従
っ
て
移
動
し
て
い
ま

し
た
。
今
年
も
、
「
好
き

な
こ
と
は
？
」
の
設
問
に
、

「
日
本
語
の
勉
強
」
が
数

人
し
か
集
ま
ら
ず
に
、
み

ん
な
か
ら
笑
い
が
出
て
い

ま
し
た
。
毎
年
、
こ
の
設

問
に
「
日
本
語
の
勉
強
」

に
集
ま
る
学
習
者
が
少
な

い
様
で
す
。
ま
た
、
「
好

き
な
食
べ
物
は
？
」
の
設

問
に
は
、
「
う
ど
ん
」
と

答
え
た
学
習
者
が
、
「
お

寿
司
」
と
答
え
た
学
習
者

の
方
よ
り
多
い
結
果
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、

思
い
っ
き
り
日
本
語
を
使

う
日
と
い
う
こ
と
で
、
例

年
の
音
の
出
な
い
マ
イ
ク

を
回
し
て
、
参
加
者
の
自

己
紹
介
と
続
い
て
、
飲
食

し
な
が
ら
の
懇
談
と
な
り

ま
し
た
。
今
年
も
希
望
者

に
は
浴
衣
の
着
付
け
体
験

を
し
て
頂
き
ま
し
た
が
、

協
会
・
支
援
者
の
女
性
ス

タ
ッ
フ
が
フ
ル
回
転
で
別

室
で
の
着
替
え
に
大
忙
し

で
し
た
。
浴
衣
を
着
た
学

習
者
は
、
思
い
思
い
の
ポ

ー
ズ
で
、
記
念
の
写
真
を

撮
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
学
習
者

に
は
、
民
族
衣
装
で
あ
る

ア
オ
ザ
イ
を
着
て
き
た

人
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら

の
学
習
者
は
、
バ
テ
ッ
ク

の
シ
ャ
ツ
を
着
て
き
た
人

も
お
り
、
衣
装
も
国
際
色

豊
か
な
一
面
も
垣
間
見
え

る
交
流
会
と
な
り
ま
し

た
。
協
会
の
大
久
保
さ
ん

に
よ
る
筑
前
琵
琶
に
よ
る

演
奏
、
歌
い
方
の
解
説
が

あ
り
、
日
本
の
文
化
の
一

端
に
も
触
れ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
村
上
さ

ん
に
よ
る
「
し
あ
わ
せ
な

ら
手
を
た
た
こ
う
」
の
歌

唱
指
導
に
よ
っ
て
、
ア
ク

シ
ョ
ン
付
き
で
４
番
ま

で
、
み
ん
な
で
合
唱
し
ま

し
た
。
主
催
者
が
気
に
し

て
い
た
、
学
習
者
・
支
援

者
の
交
流
、
学
習
者
同
士

の
交
流
も
活
発
に
行
わ

れ
、
運
営
委
員
が
サ
ポ
ー

ト
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

場
面
も
な
く
和
気
あ
い
あ

い
と
会
話
が
続
い
て
い
ま

し
た
。
午
後
４
時
頃
に
、

全
員
揃
っ
て
の
記
念
写
真

撮
影
が
賑
や
か
に
行
わ

れ
、
約
２
時
間
半
強
で
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
話
が
盛
り
上
が
っ
て
、

な
か
な
か
参
加
者
の
退
場

が
進
ま
ず
、
「
お
帰
り
下

さ
い
」
と
声
を
か
け
る
一

幕
も
あ
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
皆
様
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
事

務
方
の
協
会
・
運
営
委
員

の
皆
さ
ん
ご
苦
労
様
で
し

た
。
夢
気
球
も
６
年
目
に

入
り
、
ま
す
ま
す
そ
の
役

割
の
重
要
性
を
自
覚
し

て
、
よ
り
活
発
で
楽
し
い

活
動
を
学
習
者
・
支
援
者

共
同
で
実
践
し
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
皆
様
の
積
極
的
な
ご

支
援
と
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

（
庶
務
　
山
本
　
高
志
）

　
釜
山
の
近
く
で
育
っ
た

様
子
や
日
本
語
の
勉
強
の

経
緯
、
ハ
ー
ド
な
受
験
勉

強
の
こ
と
や
就
職
で
の
思

い
な
ど
、
ス
ラ
イ
ド
を
通

し
て
韓
国
で
の
生
活
を
分

か
り
や
す
く
話
さ
れ
ま
し

た
。

　
２
年
９
ヵ
月
経
過
す
る

日
本
で
の
生
活
で
は
、
街

並
が
き
れ
い
な
こ
と
や
人

と
の
接
し
方
が
親
切
な
こ

と
、
我
慢
強
い
こ
と
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
日
本
の
よ
い

面
を
指
摘
し
な
が
ら
も
、

日
本
で
は
何
か
と
す
ぐ
に

「
謝
る
」
傾
向
が
あ
る
こ

と
も
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
韓
国
で
は
、
日
本
の
よ

う
に
は
謝
ら
な
い
と
の
こ

と
。
つ
ま
り
、
自
分
の
行

為
に
つ
い
て
「
謝
る
」
と

い
う
こ
と
は
責
任
を
と
る

こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
な

の
で
む
や
み
に
は
謝
ら
な

い
と
の
話
が
あ
り
、
両
者

の
意
味
深
い
文
化
の
相
違

点
の
一
つ
に
気
付
き
ま
し

た
。

　
ま
た
、
人
と
の
別
れ
際

に
や
た
ら
と
挨
拶
が
多
い

（
丁
寧
）
と
の
指
摘
も
、

私
た
ち
が
日
常
し
て
い
る

挨
拶
を
思
い
返
す
と
、
そ

の
通
り
だ
と
気
づ
き
、
そ

の
違
い
を
感
じ
と
り
ま
し

た
。
こ
う
し
た
日
本
人
の

挨
拶
の
丁
寧
さ
や
表
現
の

多
様
さ
は
や
や
も
す
れ

ば
、
あ
い
ま
い
さ
や
自
己

主
張
の
弱
さ
の
表
れ
で
は

な
い
か
と
、
外
国
の
方
は

い
わ
れ
ま
す
が
、
日
韓
の

国
際
交
流
の
経
験
の
あ
る

洪
さ
ん
は
、
そ
の
違
い
を

見
な
が
ら
も
、
「
日
本
の

よ
さ
と
し
て
受
け
止
め
た

い
」
と
好
意
的
に
話
さ
れ

ま
し
た
。

　
冷
静
に
話
さ
れ
る
洪
さ

ん
の
話
に
、
ま
ず
、
お
互

い
の
違
い
を
違
い
と
し
て

認
め
あ
う
と
い
う
相
互
理

解
に
通
じ
る
話
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
の
こ
と
と
係
わ
っ

て
、
参
加
者
か
ら
、
韓
国

で
は
初
対
面
の
相
手
に
方

に
「
何
歳
で
す
か
」
と
、

年
齢
を
聞
く
こ
と
に
よ
っ

て
相
手
と
の
距
離
感
を
感

じ
取
る
こ
と
が
普
通
の
会

話
と
な
っ
て
い
る
こ
と
の

話
し
が
あ
り
、
日
韓
の
文

化
の
違
い
を
学
び
ま
し

た
。

　
各
参
加
者
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
韓
国
と
の
関
わ
り

の
中
で
体
験
的
な
意
見
や

疑
問
、
韓
国
で
の
食
べ
物

な
ど
多
方
面
に
話
題
が
広

が
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
参
加
者
か
ら
、

「
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ

と
が
多
い
中
で
偏
見
や
誤

解
が
あ
り
、
も
っ
と
交
流

を
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
」
と
の
発
言
も
あ
り
、

一
番
近
く
て
、
よ
り
近
い

両
国
に
な
る
よ
う
交
流
の

機
会
が
増
え
る
よ
う
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
そ
の
一
歩
と
な

り
ま
し
た
。

　
（
広
報
　
渋
谷
　
陽
）

　
２
０
１
６
年
度
養
成
講

座
が
、
京
都
府
国
際
セ
ン

タ
ー
と
城
陽
市
国
際
交
流

協
会
の
主
催
で
、
５
月

14

日
か
ら
７
月

16

日
毎
週
土

曜
日
午
前
９
時

30

分
か
ら

12

時

30

分
ま
で
、
全

10回

の
長
丁
場
で
城
陽
市
国
際

交
流
協
会
に
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
前
半
の
内
容
は
「
夢

気
球
だ
よ
り
第

22

号
」
で

山
本
さ
ん
が
執
筆
さ
れ
て

い
ま
す
。
後
半
の
状
況
等

は
下
記
の
様
で
し
た
。

　
第
１
回
目
の
総
合
的
な

講
演
の
後
、
２
回
目
以
降

は
「
で
す
・
ま
す
（
丁
寧

体
）

/

普
通
体
（
例
）
コ

ー
ヒ
ー
を
飲
み
ま
す

�
動

詞
の
グ
ル
ー
プ
分
け
・
て

形
（
例
）
コ
ー
ヒ
ー
を
飲

ん
で
く
だ
さ
い

�
形
容
詞

（
例
）
お
い
し
い
コ
ー
ヒ

ー
で
す
」
。
第
５
回
目
は

“
そ
ろ
そ
ろ
講
義
だ
け
で

は
退
屈
？
に
な
っ
て
く
る

の
で
は
”
と
講
師
を
し
て

下
さ
っ
た
「
京
都
に
ほ
ん

ご

R

i

n

g

s

」
の
先
生

方
の
お
考
え
で
、
「
実
習

１
回
目
」
の
ク
ラ
ス
で
す
。

多
数
の
日
本
語
を
学
ん
で

い
る
外
国
出
身
者
が
参
集

し
、
受
講
生
の
皆
さ
ん
と

の
対
話
や
テ
ー
マ
を
決
め

て
の
教
え
方
の
実
習
経
験

で
す
。
多
分
こ
れ
ま
で
に

は
、
外
国
人
と
こ
ん
な
に

近
く
で
話
を
し
た
こ
と
が

な
い
と
か
、
教
え
る
難
し

さ
等
を
実
体
験
さ
れ
た
と

思
い
ま
す
。
そ
の
様
な
貴

重
な
経
験
の
後
、
第
６
回

目
以
降
は
「
動
詞
の
普
通

形
・
な
い
形

/

た
形
（
例
）

飲
む
・
飲
ま
な
い

�
可
能

形
�
敬
語

�
実
習
２
回
目

�
最
終
回
は
、
“
外
国
籍

住
民
の
直
面
す
る
課
題
と

解
決
法
”
が

Y

W

C

Aの

担
当
者
か
ら
、
又
ふ
り
か

え
り
や
夢
気
球
の
説
明
後

に
修
了
式
に
移
り
、
全

10

回
の
内
で
８
回
以
上
出
席

さ
れ
た

29

名
の
方
に
交
流

協
会
の
辻
会
長
か
ら
修
了

証
書
が
手
渡
さ
れ
、
今
後

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
特
に
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
「
京
都
に
ほ
ん

ご

R

i

n

g

s

」
の
講
師

陣
に
深
謝
致
し
ま
す
。
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
　

　
（
広
報
　
村
上
　
弘
芳
）
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夢
気
球
５
周
年
記
念
、
学
習
者
・
支
援
者
交
流
会
が

10月

16日
（
日
）
　
城
陽
市
国
際

交
流
協
会
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、

62名
（
支
援
者

30名
、
家
族
２
名
、
学
習
者

30名
…
学
習
予
定
者
９
名
含
む
）
の
参
加
を
頂
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
、
熱
気
に

あ
ふ
れ
て
、
参
加
者
一
同
楽
し
い
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。
　

　
発
表
会
で
は
、
ま
ず
支
援
者
か

ら
担
当
学
習
者
の
紹
介
が
あ
り
、

日
頃
楽
し
く
日
本
語
を
勉
強
し
て

い
る
こ
と
、
学
習
者
か
ら
学
ん
だ

日
本
と
の
文
化
や
習
慣
の
違
い
、

今
回
の
学
習
発
表
会
に
臨
む
に
あ

た
っ
て
の
気
持
ち
な
ど
が
語
ら
れ

ま
し
た
。
学
習
者
の
発
表
は
・
家

族
の
こ
と
・
日
本
で
の
生
活
で
感

じ
て
い
る
こ
と
・
出
身
国
の
代
表

的
な
行
事
に
つ
い
て
・
日
本
語
学

習
に
つ
い
て
・
出
身
国
で
の
四
季

折
々
の
過
ご
し
方
・
国
際
結
婚
に

つ
い
て
・
行
っ
て
み
た
い
場
所
、

実
行
し
た
い
こ
と
等
、
多
岐
に
わ

た
り
豊
富
な
内
容
で
し
た
。
ま
た
、

発
表
後
の
参
加
者
全
員
に
よ
る
合

評
会
で
は
、
自
国
で
の
日
本
語
の

学
習
方
法
や
日
本
へ
の
関
心
に
つ

い
て
な
ど
、
日
本
語
習
得
の
た
め

の
方
法
論
や
条
件
な
ど
が
意
見
交

換
さ
れ
る
と
と
も
に
、
学
習
者
の

将
来
の
目
標
や
夢
な
ど
も
語
ら

れ
、
緊
張
の
中
に
も
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
雰
囲
気
の
討
論
会
と
な
り
ま

し
た
。
イ
タ
リ
ア
人
の
発
表
者
か

ら
「
毎
回
こ
の
よ
う
な
発
表
会
が

あ
っ
て
も
良
い
」
、
ア
メ
リ
カ
人

の
参
観
者
か
ら
「
次
回
発
表
会
の

機
会
が
あ
れ
ば
発
表
者
と
し
て
参

加
し
た
い
」
と
の
意
見
も
出
さ
れ
、

充
実
し
た
学
習
発
表
会
で
し
た
。

　　
（
会
計
　
福
井
　
真
由
美
）

「「 「「
夢夢 夢夢

気気 気気
球球 球球

-- --
ＪＪ ＪＪ

ＩＩ ＩＩ
ＥＥ ＥＥ

ＡＡ ＡＡ
でで でで

のの のの
学学 学学

習習 習習
発発 発発

表表 表表
会会 会会

」」 」」
をを をを

終終 終終
ええ ええ

てて てて
「「 「「
夢夢 夢夢

気気 気気
球球 球球

-- --
ＪＪ ＪＪ

ＩＩ ＩＩ
ＥＥ ＥＥ

ＡＡ ＡＡ
でで でで

のの のの
学学 学学

習習 習習
発発 発発

表表 表表
会会 会会

」」 」」
をを をを

終終 終終
ええ ええ

てて てて
「「 「「
夢夢 夢夢

気気 気気
球球 球球

-- --
ＪＪ ＪＪ

ＩＩ ＩＩ
ＥＥ ＥＥ

ＡＡ ＡＡ
でで でで

のの のの
学学 学学

習習 習習
発発 発発

表表 表表
会会 会会

」」 」」
をを をを

終終 終終
ええ ええ

てて てて
「「 「「
夢夢 夢夢

気気 気気
球球 球球

-- --
ＪＪ ＪＪ

ＩＩ ＩＩ
ＥＥ ＥＥ

ＡＡ ＡＡ
でで でで

のの のの
学学 学学

習習 習習
発発 発発

表表 表表
会会 会会

」」 」」
をを をを

終終 終終
ええ ええ

てて てて
「「 「「
夢夢 夢夢

気気 気気
球球 球球

-- --
ＪＪ ＪＪ

ＩＩ ＩＩ
ＥＥ ＥＥ

ＡＡ ＡＡ
でで でで

のの のの
学学 学学

習習 習習
発発 発発

表表 表表
会会 会会

」」 」」
をを をを

終終 終終
ええ ええ

てて てて
「「 「「
夢夢 夢夢

気気 気気
球球 球球

-- --
ＪＪ ＪＪ

ＩＩ ＩＩ
ＥＥ ＥＥ

ＡＡ ＡＡ
でで でで

のの のの
学学 学学

習習 習習
発発 発発

表表 表表
会会 会会

」」 」」
をを をを

終終 終終
ええ ええ

てて てて
「「 「「
夢夢 夢夢

気気 気気
球球 球球

-- --
ＪＪ ＪＪ

ＩＩ ＩＩ
ＥＥ ＥＥ

ＡＡ ＡＡ
でで でで

のの のの
学学 学学

習習 習習
発発 発発

表表 表表
会会 会会

」」 」」
をを をを

終終 終終
ええ ええ

てて てて
「「 「「
夢夢 夢夢

気気 気気
球球 球球

-- --
ＪＪ ＪＪ

ＩＩ ＩＩ
ＥＥ ＥＥ

ＡＡ ＡＡ
でで でで

のの のの
学学 学学

習習 習習
発発 発発

表表 表表
会会 会会

」」 」」
をを をを

終終 終終
ええ ええ

てて てて
「「 「「
夢夢 夢夢

気気 気気
球球 球球

-- --
ＪＪ ＪＪ

ＩＩ ＩＩ
ＥＥ ＥＥ

ＡＡ ＡＡ
でで でで

のの のの
学学 学学

習習 習習
発発 発発

表表 表表
会会 会会

」」 」」
をを をを

終終 終終
ええ ええ

てて てて
「「 「「
夢夢 夢夢

気気 気気
球球 球球

-- --
ＪＪ ＪＪ

ＩＩ ＩＩ
ＥＥ ＥＥ

ＡＡ ＡＡ
でで でで

のの のの
学学 学学

習習 習習
発発 発発

表表 表表
会会 会会

」」 」」
をを をを

終終 終終
ええ ええ

てて てて
「「 「「
夢夢 夢夢

気気 気気
球球 球球

-- --
ＪＪ ＪＪ

ＩＩ ＩＩ
ＥＥ ＥＥ

ＡＡ ＡＡ
でで でで

のの のの
学学 学学

習習 習習
発発 発発

表表 表表
会会 会会

」」 」」
をを をを

終終 終終
ええ ええ

てて てて
「「 「「
夢夢 夢夢

気気 気気
球球 球球

-- --
ＪＪ ＪＪ

ＩＩ ＩＩ
ＥＥ ＥＥ

ＡＡ ＡＡ
でで でで

のの のの
学学 学学

習習 習習
発発 発発

表表 表表
会会 会会

」」 」」
をを をを

終終 終終
ええ ええ

てて てて
「「 「「
夢夢 夢夢

気気 気気
球球 球球

-- --
ＪＪ ＪＪ

ＩＩ ＩＩ
ＥＥ ＥＥ

ＡＡ ＡＡ
でで でで

のの のの
学学 学学

習習 習習
発発 発発

表表 表表
会会 会会

」」 」」
をを をを

終終 終終
ええ ええ

てて てて
「「 「「
夢夢 夢夢

気気 気気
球球 球球

-- --
ＪＪ ＪＪ

ＩＩ ＩＩ
ＥＥ ＥＥ

ＡＡ ＡＡ
でで でで

のの のの
学学 学学

習習 習習
発発 発発

表表 表表
会会 会会

」」 」」
をを をを

終終 終終
ええ ええ

てて てて
「「 「「
夢夢 夢夢

気気 気気
球球 球球

-- --
ＪＪ ＪＪ

ＩＩ ＩＩ
ＥＥ ＥＥ

ＡＡ ＡＡ
でで でで

のの のの
学学 学学

習習 習習
発発 発発

表表 表表
会会 会会

」」 」」
をを をを

終終 終終
ええ ええ

てて てて
「「 「「
夢夢 夢夢

気気 気気
球球 球球

-- --
ＪＪ ＪＪ

ＩＩ ＩＩ
ＥＥ ＥＥ

ＡＡ ＡＡ
でで でで

のの のの
学学 学学

習習 習習
発発 発発

表表 表表
会会 会会

」」 」」
をを をを

終終 終終
ええ ええ

てて てて
「「 「「
夢夢 夢夢

気気 気気
球球 球球

-- --
ＪＪ ＪＪ

ＩＩ ＩＩ
ＥＥ ＥＥ

ＡＡ ＡＡ
でで でで

のの のの
学学 学学

習習 習習
発発 発発

表表 表表
会会 会会

」」 」」
をを をを

終終 終終
ええ ええ

てて てて
「「 「「
夢夢 夢夢

気気 気気
球球 球球

-- --
ＪＪ ＪＪ

ＩＩ ＩＩ
ＥＥ ＥＥ

ＡＡ ＡＡ
でで でで

のの のの
学学 学学

習習 習習
発発 発発

表表 表表
会会 会会

」」 」」
をを をを

終終 終終
ええ ええ

てて てて
「「 「「
夢夢 夢夢

気気 気気
球球 球球

-- --
ＪＪ ＪＪ

ＩＩ ＩＩ
ＥＥ ＥＥ

ＡＡ ＡＡ
でで でで

のの のの
学学 学学

習習 習習
発発 発発

表表 表表
会会 会会

」」 」」
をを をを

終終 終終
ええ ええ

てて てて
「「 「「
夢夢 夢夢

気気 気気
球球 球球

-- --
ＪＪ ＪＪ

ＩＩ ＩＩ
ＥＥ ＥＥ

ＡＡ ＡＡ
でで でで

のの のの
学学 学学

習習 習習
発発 発発

表表 表表
会会 会会

」」 」」
をを をを

終終 終終
ええ ええ

てて てて
「「 「「
夢夢 夢夢

気気 気気
球球 球球

-- --
ＪＪ ＪＪ

ＩＩ ＩＩ
ＥＥ ＥＥ

ＡＡ ＡＡ
でで でで

のの のの
学学 学学

習習 習習
発発 発発

表表 表表
会会 会会

」」 」」
をを をを

終終 終終
ええ ええ

てて てて
「「 「「
夢夢 夢夢

気気 気気
球球 球球

-- --
ＪＪ ＪＪ

ＩＩ ＩＩ
ＥＥ ＥＥ

ＡＡ ＡＡ
でで でで

のの のの
学学 学学

習習 習習
発発 発発

表表 表表
会会 会会

」」 」」
をを をを

終終 終終
ええ ええ

てて てて
「「 「「
夢夢 夢夢

気気 気気
球球 球球

-- --
ＪＪ ＪＪ

ＩＩ ＩＩ
ＥＥ ＥＥ

ＡＡ ＡＡ
でで でで

のの のの
学学 学学

習習 習習
発発 発発

表表 表表
会会 会会

」」 」」
をを をを

終終 終終
ええ ええ

てて てて
「「 「「
夢夢 夢夢

気気 気気
球球 球球

-- --
ＪＪ ＪＪ

ＩＩ ＩＩ
ＥＥ ＥＥ

ＡＡ ＡＡ
でで でで

のの のの
学学 学学

習習 習習
発発 発発

表表 表表
会会 会会

」」 」」
をを をを

終終 終終
ええ ええ

てて てて
「「 「「
夢夢 夢夢

気気 気気
球球 球球

-- --
ＪＪ ＪＪ

ＩＩ ＩＩ
ＥＥ ＥＥ

ＡＡ ＡＡ
でで でで

のの のの
学学 学学

習習 習習
発発 発発

表表 表表
会会 会会

」」 」」
をを をを

終終 終終
ええ ええ

てて てて

　
昨
年
の
ぱ
れ
っ
と
Ｊ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
で
行
わ
れ
た
日
本
語
学
習
発
表
会

の
成
果
を
踏
ま
え
、
Ｊ
Ｉ
Ｅ
Ａ
の
ク
ラ
ス
で
も
今
夏
（
７
月
～
８

月
）
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
習
者
の
予
定
に
合
わ
せ
て
、
四
回
に
わ
た

り
発
表
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

�
発
表
者
６
名
（
出
身
国
３
カ

国
）
、
参
加
延
べ
人
数

61

名
（
学
習
者
含
む
）

�
。

　
９
月

30日
、
城
陽
市
国
際
交
流
協
会
に
お
い
て
「
国
際
交
流
員
の
日
本
滞
在
記
」
と
題

し
て
、
洪
鉉
靜
（
ホ
ン
・
ヒ
ョ
ン
ジ
ョ
ン
）
）
さ
ん
か
ら
話
を
し
て
い
た
だ
き
、
異
文
化

理
解
を
深
め
る
機
会
を
持
ち
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
、
国
際
交
流
協
会
が
夢
気
球
と
の
協

働
で
、
交
流
会
事
業
「
国
際
サ
ロ
ン
」
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
韓
国
語
教
室
の
受
講

者
や
夢
気
球
の
メ
ン
バ
ー
（
学
習
者
も
）
な
ど

20名
が
参
加
し
ま
し
た
。


